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了解事項 

アジア船主フォーラム(ASF) 
シッピング・エコノミックス・レビュー委員会（SERC） 

第 22 回中間会合（東京）にて採択 
 

アジア船主フォーラム（ASF）シッピング・エコノミックス・レビュー委員会（SERC）

第 22 回中間会合は、ASF メンバーであるアセアン、中国、台湾、香港、インド、日

本、韓国の各船主協会から 19 名の代表が出席し、2010 年 3 月 2 日に東京で開催され

た。出席者名簿は添付の通り。 
 
1. 世界経済 

SERC 出席者は、先進国における景気回復の遅れとは対照的に、中国やインドを含む

主要な新興国が力強い経済成長を維持しており、引き続き世界経済の回復の中心にな

るとの共通認識を共有した。出席者は、意思決定を改善し、誤った判断を回避するた

めには、信頼性のあるトレード情報へのアクセスやマクロ経済動向の理解を通して、

トレード全般の状況を正確に認識することが船社にとって重要であることに合意し

た。それを踏まえ、会合は、アジア船社の CEO にとって、事業運営を見直す際に、

この世界同時不況の影響に関する事実や今回学んだ教訓を冷静に考慮することが重

要であることを再確認した。 
 
2. ドライバルク／タンカー部門 

1)ドライバルク市況は、バルチック海運指数(BDI)が 2008 年 12 月に歴史的な低水準

を記録したが、その後は顕著な回復を遂げており、現在は、主に中国やインドにおけ

る鉄鉱石および石炭の輸入量の増加に支えられ、波はあるものの堅調を維持している

ことが認識された。出席者は、中国の需要が 2010 年の世界の鉄鉱石海上荷動き量が

史上初の 10 億トンを超える原動力となり、その結果、2010 年に起こりうる大量の新

造船引渡しへの懸念が緩和されうることに留意した。 
 
2) タンカー部門については、2009 年の市況は、先進国における原油や石油製品に対

する需要低迷やシングルハルタンカーの撤退の遅れもあり、船種や航路にかかわらず

低迷した。一部出席者からは、高水準の新造船供給を考慮すれば、2010 年の市況は

当面は軟化傾向が続くとの認識が示された。 
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3. 定期船部門 

1) 全出席者は、定期船業界全体は引き続き前例のない困難な状況にあり、2009 年は

およそ 200 億ドルの赤字に直面したようであると認識した。現在の状況下、会合は、

この危機の深刻さとその影響について荷主の正確な理解を得られよう、船社は荷主と

の建設的な関係を促進することが重要であることを認識した。 
 
2) アジア域内トレードについては、アジア経済の 2009 年第 2 四半期以降の上昇傾向

により、コンテナ荷動き量は 2009 年 9 月以降前年同月比で増加を維持したものの、

2009 年の荷動き量は 2008 年をわずかに下回った模様であるとの報告があった。出席

者は、2010 年 1 月 1 日に発効した中国・ASEAN 間の自由貿易協定(FTA)により、今

後一層の荷動き増加が見込まれることを踏まえると、アジア域内航路の需要は全体と

して好ましい傾向が続くであろうとの見解で一致したが、マーケットは依然として脆

弱で、現在の低い用船料による新規参入船社の増加により、不安定さに直面しうるこ

とに留意した。 
 
3) 米国／極東トレードについて、出席者は、低迷する米国経済に応じて実施した船

舶運航規模の縮小の結果として、2009 年末以降、需給バランスおよび消席率はより

好ましい水準にあることに留意した。全コンテナ船隊の約 10％に及ぶ大量の船腹が

依然として世界中に係船されており、船舶の再投入の程度によっては、北米航路の脆

弱な需給バランスに容易に影響を与えうるとの懸念も表明された。 
 
4. 独禁法適用除外制度 

船社間協定に対する独禁法適用除外制度について、米国、EU、インドおよび中国な

どの国・地域における最近の動きが報告された。出席者は、船社間協定がサービスの

質や効率性に寄与し、除外制度が海運業界や貿易業界全体の健全な発展にとって不可

欠であるという ASF の長年の立場を認識し、除外制度の必要性や船社間協定の重要

な役割について政府や荷主といった関係者の理解を求めるため、引き続き努力してい

くことに合意した。 
 
5. 環境問題  

会合は、船社の経営に大きな影響を及ぼす環境問題に関する国際海事機関(IMO)での

最近の議論の進展に留意した。出席者は、海運業界は企業の社会的責任(CSR)の一環

として、船舶からの排出ガス削減に一丸となって取り組むことが不可欠であるとの認

識で一致した。燃料油価格が、通常の市場原理だけでなく低硫黄燃料サーチャージの

ような燃料油に対する将来的な課金により、継続的に上昇することが見込まれる中で、

出席者は、燃費向上に向けた新技術開発の必要性について共通認識に達した。出席者

はまた、減速航行が、排出ガスを削減し、燃料消費を節減するためのひとつの効果的

な手段であることに留意した。減速航行実施に関し、船社は、荷主の理解を得るため、

荷主と協議し最大限の努力をすることが奨励された。 
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6. SERC の今後の役割 

委員長は SERC の今後の役割を様々な視点から見直すことを提案し、出席者は、2010

年 5 月 25 日に香港で開催予定の第 19 回 ASF 総会における SERC 会合で意見交換す

ることに合意した。 
 
7. その他   

1) パナマ運河通航料について、出席者はますます高額化している通航料に深刻な懸

念を表明した。会合は、世界の海運業界が直面する長引く経済危機を踏まえ、ASF と

してパナマ運河庁に対し、長期にわたる、より意味のある通航料値下げを求める内容

の意見書を提出することで合意した。 
 
2) 出席者はまた、米国やアジアにおける規制の進展、運輸保安問題や WTO 海運交渉

など海運業界を取り巻く最近のトピックスについて意見交換を行った。 
 

* * * 
 

アジア船主フォーラム（ASF）シッピング・エコノミックス・レビュー委員会（SERC）は、

アジアの船社の上級役員が海運に関連するマクロ経済的な貿易情報やその動向を検討する場

である。SERC の目的は、入手可能な経済データを考察し、主要貿易問題の展望を共有する

ことにより、経営意思決定の質を高めることである。 
 
 

------------------------------------------ 
 

 


